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1. 目的：日本では自動販売機が日常生活の隅々まで

浸透し、急速な発展を遂げた。本研究ではつくば駅

発つくばエクスプレス格安乗車券自動販売機の分

布特徴を明らかにし、設置環境、販売種類、運営会

社などの要素からその立地要因について考察する。 

2. 対象地域：本研究では、つくば駅周辺及び天久保、

春日などの学生が多く居住する地区を対象地域と

する。 

3. 研究手法：まず、対象地域にある TX 格安乗車券

自動販売機の位置情報や販売内容などを取得し

た。現地調査で得られた結果を踏まえ、ArcGIS

を用いて分析を行い、その立地特性および立地要

因について考察する。  

4. 結果・考察： 調査で発見した対象地域内のTX格安

乗車券自動販売機は地図が示すように合計 15 台

で、10 箇所に設置されている。利用者層は駅周辺

では主に鉄道利用を目当てに遠方から訪れる人

が多いため集中的に設置されていると考えられ

る。また利用者が多いと考えられるため、複数の

機械を設置することで在庫を確保していると考

えられる。大学周辺では交通費を少しでも安く抑

えたいという学生向けに設置されたと考えられ、

天久保や春日の複数箇所に分散して設置されて

いる。鉄道利用者が多く居住している、または多

く通る可能性のあるところに立地することがわ

かる。またターゲットは一人暮らしの若年層、主

に大学生であり大学生が集中する地区に設置さ

れやすい傾向がある。しかし、ファミリーの多い

地区では鉄道の利用頻度が低く、また金銭的にも

余裕があるため設置してもチケットは売れない

と考えられるため、あまり設置されていない。 
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